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    藤沢市による「気候非常事態宣言」についての声明 

市民のみなさん  

今日、3 月 19 日は世界気候アクションの日です。私たちはすでに気候危機の中にいます。 

猛暑や豪雨など気候危機の影響が深刻化している今、問題の緊急性を踏まえた迅速な対応が求められて

います。 

私たちの未来を守るために残された時間はあと４年といわれています。 

このような中で、2 月 15 日に、藤沢市は「脱炭素社会の実現に向け、2050 年までに二酸化炭素

排出実質ゼロを目指す」との「気候非常事態宣言」を発出しました。その第 3 項では「気候変動の危

機的状況を市民、事業者、行政などあらゆる主体が広く情報共有し、協働して気候変動対策等に取り組

みます」と表明しました。 

私たちはこの宣言を歓迎し、市民と共に広く情報を共有することを願って声明を発表します。これま

で、藤沢市は「藤沢市地球温暖化対策実行計画」を策定し

2022 年度までに達成は困難かもしれませんが 1990 年

比温室効果ガスの 40%削減という意欲的な目標を掲げ、

世界をリードしてきました。 

「2050 年までに温室効果ガス排出量実質ゼロをめざ

す」この宣言を達成するためには、中期目標である 2030

年までの取組が重要です。改訂されるであろう「藤沢市環

境基本計画」及び「藤沢市温暖化対策実行計画」では、温

室効果ガスの削減目標を明確にし、再生可能エネルギーを

大幅に増やすことが求められます。このことを通して、す

でに産業革命以降上昇した１℃を含め気温上昇をパリ協定

に定められている 1.5℃未満に抑えるために 2030 年まで

に世界全体で 45％の排出削減（2010 年比）が必要との国

連の気候変動に関する政府間パネル(IPCC)の呼びかけに応

えていこうではありませんか。 IPCC の特別報告による

1.5℃に達するまでもう残された時間はありません。地球

温暖化・気候危機はもはや後戻りできない段階となり危機

的状況を止められる最後のチャンスです。(次ページへ) 
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※ 気候危機アクション藤沢 HP→https://savetheplanet-

fujisawa.org 

※ 藤沢市気候非常事態宣言→

https://www.city.fujisawa.kanagawa.jp/kankyou-

s/kankyoukeihatsu/climate_emergency_declaration

.html 

 

(つづき ) 

どんどん激しくなる異常気象や増える自然災害

に危機感を覚えていませんか？  地球の将来を想

像して、不安に感じないでしょうか？  私たちがい

ま普通に暮らしているこの瞬間も、地球の気温上

昇はジリジリと加速しています。そしてこれまで

長い間、科学者たちが警告してきた、人間や他の

生き物たちが今まで通りに暮らせない未来がすぐ

そこまで迫っているのです。  

コロナ禍の中にあっても将来世代を裏切らない

政策を策定するために、この「気候非常事態宣言」

を形だけのものに留めず、宣言通りに市民、事業

者、行政などが一丸となって大きなムーブメント

を起こしていくことをすべてのステークホルダー

（利害関係者）に呼びかけます。  以上 

 

 

 

 

2021 年 3 月 19 日   気候危機アクション藤沢  

 

 

コロナ急増の原因は天井のエアコン  

 

新型コロナは、接触、飛沫、空気感染である。

接触感染は、コロナウイルスが付いた手で目をこ

すり粘膜感染を起こすが、皆が目をこすることは

ない。同じく、感染者が皆に飛沫を浴びせること

もないから、集団発生の原因は残る空気感染であ

る。普通会話で届く息は 50ｃｍから１ｍであり、

感染しない。温かい息は、天井にたまり、換気口

で排出される。しかし、天井埋め込み型のエアコ

ンが部屋中に拡散しウイルスを浴びせる。 

横浜の感染船の調査で、船室の壁、床にウイル

スがたくさん着いていたが、換気口にはほとんど

着いていず、換気がされていないため、集団発生

の原因となった。コロナ感染は夏に増え、秋に減

って、12 月急増し、エアコン使用曲線と同じで、

12 月にガンガンとエアコンを使い急増したと考

察する。全国のエアコンを止めて換気をすれば、

感染者はほぼゼロ、予防不要になる。  

（医療生協藤沢診療所 野本哲夫） 

 

地球を守ろう！！ 
谷口たかひささんお話し会に参加して  

 

３月１０日（水）あーすぷらざ地球市民かなが

わプラザで行われました。定員３８０名の会場で

すが、三密を避けるために１００名に絞って開催

され、子連れの若いママ /パパでいっぱいでした。 

ご存知の方が多いと思いますが、谷口さんは大

阪出身でドイツに在住中にグレタ・トンベリーさ

ん達に出会い、これまで行ってきたプラスチック

関係の商社活動を振り返り、大人達の責任を痛感。

事業を整理し、日本国内で気候危機など環境問題

に警鐘を鳴らす講演活動などを５３０回以上。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「みんなが知れば必ず変わる」をモットーに、

『地球を守ろう！』代表として気候保護のための   

活動を継続中。オンラインのお話し会（会場の

大画面いっぱいに）となりましたが、次の３つの

ことが話されました。     

地球を守ろう  (chikyuwomamorou.com)  

１．気候危機で何が起きているか？メディアは現

象を報道するが、「何でか」を伝えていない。                                  

①「森林開発が進んでいる」何でか：牛肉生産の

ために、牛の餌としてトウモロコシや大豆の耕作

地を増やすためだ。100g の牛肉を生産するために

100 人分のトウモロコシが使われている。 

➁気温上昇の現状、産業革命以後に 1.1℃の上昇。

後、0.4℃で 1.5℃を越えてしまう。2℃と 1.5℃の

違い IPCC の報告で、残された時間は後、７年と

いっている。ドイツでは、「炭素時計」という「炭

素予算」に基づく表示が街角に掲示されている。

使える化石燃料には残り少ないことを子ども達も

含め、共有している。 

２．どうすれば変えられるか知ることが大切。

だから、「牛肉を食べるのを減らそう！」や「石炭

火力発電→再生可能エネルギーへの転換」などを

することで気候危機は変えられる。現在の気候変

動は自然現象ではなく、人為現象なのだ。人間が

やったことなのだから人間が止めることは可能で

はないか？  

３．希望：  

みんなが知っていて変わらないのなら「絶望」

だが、みんなが知らないから変わらないのではな

いか！                 （宮地）  
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作品への想いを語る山内若菜さん 

原爆の図 丸木美術館  

山内若菜展を見学して 

 

 辻堂文化９条の会主催の、画家山内若菜さんの「は

じまりのはじまり」展の丸木美術館見学バスツアーに

3月 30日に行ってきました。 

車窓には桜並木の見えるポカポカ陽気の中、13 名

で最初は「古民家ギャラリーかぐや」を見学しました。

井上ご夫妻が土日のみ開館されているギャラリーで、

この日は特別に開けて下さいました。 

 若菜さんが自費出版された絵本「ウマとオラのマキ

バ」を井上さんが紙芝居にされ、馬たちが死んでゆく

様子から新たな命が生まれる様子を澄んだやさしい

声で語られました。若菜さんが福島県飯館村・細川牧

場を手伝いながら描いた実話です。 

 また会場のタイトル作品「奏でるひと」を前に、お

いしいお茶をいただきながら芸術に触れることがで

きたひとときは、しあわせでした。 

 

 次に丸木美術館に移動、館内を若菜さんが説明して

下さいました。若菜さんの作品展示で３ｍを超える作

品も圧巻です。私達のツアーのために展示され「牧場 

放（はなつ）」も次の会場上野の森美術館へその日に移

動され、また多くの方の心に語りかけることでしょう。 

地元藤沢で６月１５日藤沢市民会館第一展示室で

「山内若菜展」が開催されます。是非多くのみなさん

にご来場いただき、直接作品に触れていただくことを

願っております。そして見学時間はあっという間に来

てしまい若菜さんとはここでお別れとなりました。 

コロナ禍でのバスツアーの開催は危ぶまれました

が、緊急事態宣言は解除され無事終了することができ

ました。これもみなさまのご協力のお陰と感謝してお

ります。「楽しかった！」というお声がいつまでもみな

さんの心に残りますように。 

朝から一日安全運転をして下さったドライバーさ

んにも感謝申し上げ、若菜さんの次なる飛躍を願う辻

堂文化９条の会ほか参加者一同でした。(渡辺智恵子) 

 

  原発ゼロへのカウントダウン in 

かわさき 

 

 3 月 7 日オンライン集会では自宅に居ながら聞くこ

とができ、実りあるものでした。コロナ禍でこのとこ

ろ久しぶりに学習に参加でき、心のこもったトークに

聞き入りました。 

 内容は文化行事で始まり、和太鼓演奏、しろたにま

もるさんの腹話術はゴローちゃんとやりとりし、安倍

元首相のまね、菅首相の苦労人ならぬクローン人と笑

わせました。コーラスもありＰＣ画面でも迫力が伝わ

りました。 

この行事は 10 回目、集会の後はデモ行進の予定が

今年は出来ません。原発事故から 10 年の今年、被災

者と連帯して原発ゼロを目指して行われました。 

福島原発訴訟「生業を返せ」原告の服部浩幸さんの

発言は、福島の被災者、避難者の現状を話され、原発

関連死も 2300人以上、避難者が 36000人、帰還者は

浪江町だけでも 5%と。汚染水の問題は海洋放出に反

対している。2 月 13 日の地震で、もし津波が来たら

…、原発の汚染に紙一重で生活している。訴訟はなり

わいを元に戻せと国や東電に訴えた。被災者が取り残

されないように声を上げ、大きな塊になっていく力が

必要と話されました。 

首都圏に近い老朽化した東海第二原発の再稼働反

対運動にとりくむ小川仙月さん。(その後 3 月 18 日、

水戸地裁の判決は運転差し止めの判決を下しました。) 

後藤政志さんからは「福島事故は終わっていない－

くり返すな福島事故」と題し福島原発事故の状況を解

説され廃炉に関する問題点も。 

リレートークでは、福島原発かながわ訴訟を支援す

る会 福島の子どもたちとともに川崎市民の会 原

発ゼロ市民共同かわさき発電所 リニア新幹線の汚

染水、残土の問題をなど、代表が次々と登壇し活動の

報告は参考になりました。 

コロナ緊急事態宣言中でしたが 250 人

以上が視聴したとの報告もありました。原

発を再稼働してはならない！ 思いは同じ

と感じたリモート集会でした。(荒井) 
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ワクチン接種はどうなっている？ 

 

 4 月から始まる新型コロナワクチンの住民接種に

ついて、藤沢市 HP によると、高齢者の優先接種から

開始する予定で、市内医療機関に入院中の患者の高齢

者で希望する市民を対象に、4 月にスタートします。 

接種対象者は 16 才以上で、接種順位は①75 才以上、

②65 才以上、③、①②を除く国で決める基礎疾患のあ

る人、④高齢者入居施設等従事者、⑤、①～④に該当

しない人、です。3 月から医療従事者へのワクチン摂

取が始まりましたが、4 月に入っても未だに完了する

気配なく、市民はその後なので、いつになったら市民

の順番が来るか不明です。国のワクチン供給の遅れが

原因のようです。 

 市医師会等と調整し、ワクチン供給量に応じた接

種可能人数や要件を決め準備を進めます。接種場所は、

集団では秋葉台文化体育館、秩父宮記念体育館、市民

センター・公民館などとミナパークなど、個別には、

医院、クリニックなど 220 の市内医療機関でもワクチ

ン接種できるよう調整しています。 

市は 1 月 13 日 ワクチンの専従職員 15 名及びコロ

ナ対策担当兼務職員 4 名の計 19 名で集中的な体制を

とりました。 

 市から 1 人 1 通、クーポン券（ワクチン接種券）

が送られます。基本的に年齢が上の方から送付するの

で、同じ世帯でもクーポン券の到着時期が異なる事が

あり、発送時期は未定です。費用は無料です。 

ワクチンは、ファイザー社製で詳しくは

vaccineinstruations.pdf (city.fujisawa.kanagawa.jp)  

3 月 4 日には「藤沢市コロナワクチン専用コールセ

ンター」電話 0570-07-2230 を多言語対応で藤沢市保

健所 3 階に設置しました。   （青柳節子） 

 

放射能測定値(市民計測) 

（HORIBA Radi）単位（μ㏜/ｈ）地上５０ｃｍ 

3/31 晴 市役所分庁舎前  0.070 

3/31 晴 市役所本庁舎南側 0.056 

3/31 晴 藤沢駅改札口   0.041 

 

 

 

 

▲「ふるさと津島」上映会&交流会 Zoom 配信 

福島県浪江町津島地区の帰還困難区域の実態を 

映像と証言で届けます    

4 月 11 日(日)13:30  

申込み  e-mail  tt2201@gmail.com 

主催/福島原発事故１０年企画実行委員会 

▲ 春の講座 新電力切り替えについて 

   藤沢市環境基本計画策定の状況など 

 4 月 24 日(土)14:00-16:00 

 場所 藤沢ラボ (遊行通り 藤沢駅から３分) 

 主催/連絡先 気候危機アクション藤沢 

  080-5099-4264 

▲次なるパンデミックを回避せよ 

環境破壊と振興感染症！コロナ禍の先を考える 

講師 井田徹治さん 武本匡弘さん  

5 月 1 日(土)14:00～ 市民会館第一展示ホール 

主催 NPO 気候危機対策ネットワーク 

申込み fujisawa@eco-papa.com 

電話 0466-50-0117 

▲平和憲法を未来につなぐ行動をご一緒に 

5 月 3 日（月祝 憲法記念日）1 時〜2 時 

辻堂駅北口デッキ 

  主催 改憲 NO！藤沢アクション 

▲藤沢エコネットから 

◆会員募集 年会費・購読料→2０００円 

  ゆうちょ銀行 (9900) 店番 (029)  

当座預金  0046501 ﾌｼﾞｻﾜｴｺﾈｯﾄ  

◆事務局会議 4 月 3 日（土）１０：００～ 

   六会公民館 

 

《編集後記》春爛漫、桜が今年もきれいだが入学式に

は葉桜か? 黄砂が風に乗ってきて霞んでいる。 

3.11 東日本大震災から 10 年、報道がいっせいにされ

たが 2 月、3 月にはまた震度 6 の地震にみまわれ福島

の被災者は嘆いていた。原発、新コロナ、気候危機と

続く地球的課題を乗り切らなくては安心して生活がで

きない。マスクのおかげでインフルエンザの流行は無

いと聞く。甲子園センバツ高校野球大会が２年ぶりに

制限付きで行われ、地元神奈川の代表校東海大相模が

優勝、は明るいニュースだ。      (Ｈ) 

 

  

  
ＥＣＯＮＥＴ ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ 

https://www.city.fujisawa.kanagawa.jp/hoken-j/vaccine/documents/vaccineinstruations.pdf
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